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■医療相談室
1．はじめに
　平成18年度4月に医療制度と介護保険法が大きく変わり、医療・福祉の分野は混乱と苦悩の嵐に巻き込まれた。
横なぐりの波に翻弄される難破船のように沈んでいった病院や居宅支援事業所の話しは後を立たない。
　患者は医療区分1．H．皿とレッテル化され、医療区分1は社会的入院として入院が長期になるほど病院の経
営が逼迫するしかけが作られてしまった。高齢者になるほど安静期間と比例してADLの低下を招き介護度が高
くなってくる。在宅で介護できる可能性は厳しくなり、かといって介護保険の改変で介護特別養護老人ホームは
食事代・公共料金の微収が発生し三所する者も出てきている。民間の施設では、月額15～18万円かかり経済力が
なければどうにもならないのが実状である。
　さらに、介護区分の認定も厳しくなり、介護1から要支援1．2に変わるケースが増加している。要支援では
家事援助や身体援助、介護タクシーの利用はできない。また、介護1では自立の名の下でベッドや車椅子などの
福祉用具の貸与は廃止された。
　自立支援法のゴリ押し成立もあいまって国民の福祉は大きく後退した。平成18年度の各制度の改変によって、
明言できることは、1番の被害者は疾病や障害を抱える患者当事者である。
　この状況下で当院が療養病棟の一部を障害一般病棟に切り替え、制度の犠牲として退院させるケースが1例も
なかったことは誇るべきことである。
2．平成18年度統計（平成17年度との比較）
　1）月別相談延べ件数
　　平成18年度相談件数合計は2，433件であり、平成17年度合計は2，470件でありほぼ変わりはない。
　　　7月を除き4月から10月まで月200件を越えていたが、11月目相談室が移動し、患者・家族の視野から見
　　　えにくくなったためか昨年11月から平成19年2月まで件数が段々と減少している。
　2）診療科目別相談件数
　　呼吸器科入院が750件で昨年度713件とほぼ変わらない。循環器科入院は878件で昨年度より168件増加して
　　　いる。特記すべきことは呼吸器外来は143件で昨年度は50件と約3倍に増えている。
　　在宅酸素療法患者の退院後の対応が継続されているからと考える。
　3）問題件数
　　経済的問題と在宅生活への支援は昨年度と変わらない。
　　心理・社会に関する相談は266件で昨年度は52件で約5倍以上増加している。家族に関する相談は356件、
　　昨年度は123件である。制度の紹介など実質的な相談のほかに心の内面の問題や当事者をとりまく環境と
　　　しての家族の問題を抱え、対応しなければならないケースが増加していると考える。
　4）援助内容
　　社会資源の紹介が691件昨年度は635件である。面接は1112件昨年度は1100件。ほとんどの援助項目の件数
　　　は昨年度と変わらないが、退院調整は350件であり、昨年度は659件と2分の1に減少している。また、入
　　院相談は350件で昨年度は469件と119件減少している。他病院では、医療区分1に該当する患者や医療依
　　存度が高く長期化する患者の退院が促進されているが、当院への入院相談が減少しているのはなぜか分析
　　する必要がある。
　　推測としては、医療区分1の患者は自宅退院するか施設入所になっているのではないかと考えている。
　5）援助対象
　　本人との面接は709回で昨年度は691回。家族との面接は1002回で昨年度は797回と相談の当事者と直接接
　　触することが多くなっている。医師との連携は415回で昨年度は359回と少しづっ増加傾向にある。看護師
　　　と連携は1105回で昨年度1004回、院内（PT・医事課・栄養士・地域連携室など）や院外の関係機関との
　　連携も昨年度とほぼ変わりなかった。
3　まとめ
平成19年度の目標
①各スタッフとの連携の強化
　現在5階、6階のカンファランスに週1回参加し、ケースの情報交換をするなかで問題や目標の共有化と役
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　割分担の明確化が実行できてきている。他の病棟との連携も強化していくためにいろいろ工夫を検討したい。
　さらに、依頼されたケースの援助プロセスをすみやかに病棟や院内スタッフにフィードバックするよう努力
　していきたい。
②医療相談室のPR
　前述したように医療相談室があることを逸早く患者・家族に認知してもらうためのPRの必要が切実となつ
　ている。
③ボランティア活動の支援と養成
　ボランティア活動は今後大きな事業に発展していくことが予測される。ここ1年は活動の土台作りに専念し
　たい。そのためボランティアと当院職員の連携が円滑にはかられるように支援していく。また、ボランティ
　ァに必要な研修やミーティングを企画し、ボランティアの質の向上とボランティア間の友好的な交流を高め
　ていくことを考えている。職員にボランティアの実践を知ってもらうために、ボランティア便りの作成を予
　定している。
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平成18年度年報集計
1．月別相談延べ件数
件数
4月
201
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201
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1月
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！99
3月
238
合計
2433
250
200
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100
50
0 転
囲系列1
4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　1月　2月　3月
2．診療科目別相言炎件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
内　科外来 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
内科入　院 38 7 15 8 6 4 9 11 14 3 9 19 143
呼吸器外来 16 6 15 19 8 11 3 6 8 5 6 6 109
呼吸器入院 66 73 61 60 48 63 77 68 55 44 64 71 750
循環器外来 8 7 13 20 5 14 10 11 12 21 23 27 171
循環器入院 104 49 86 56 102 65 89 60 60 57 71 79 878
院　　　　外 70 31 36 25 35 61 28 35 32 24 26 34 437
合　　　計 201 201 225 189 210 228 216 191 181 154 199 2362431
平成18年度診療科目別件数
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3。問題件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月　11月12月 1月 2月 3月 合計
医　　療　　費 23 26 15 39 29 20 32 19 16 17 20 31 287
生活・経済 19 23 19 34 29 42 30 23 24 8 19 39 309
入　　　　院 51 27 73 22 19 6 25 34 26 20 21 26 350
退　院（在宅） 117 46 39 30 80 71 100 69 39 49 51 66 757
退　院（転院） 6 0 32 2 7 2 0 4 2 2 28 6 91
受診・受療 3 1 5 9 9 6 3 6 3 1 0 4 50
心理・社会的 10 ！6 0 22 32 44 28 16 23 23 23 29 266
家　　　　族 12 12 9 30 54 40 49 24 20 37 42 27 356
療養生活 88 46 45 60 59 71 57 54 79 58 76 83 776
就労・社会復帰 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 5
人権擁護 4 10 0 15 1 0 16 3 9 10 2 4 74
そ　　の　　他 8 15 3 1 10 1 6 8 7 5 7 6 77
合　　　計 341 222 240 264 329 304 347 260 249 230 290 3223398
平成18年度問題件数
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4，援助内容
4月　5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
社　会　資　源 69 54 54 57 57 64 61 50 44 46 57 78 691
機　能　説　明 8 26 47 22 11 22 95 26 19 11 11 18 316
面　　　　　接 144 81 92 70 107 41 1！4 85 81 85 101 111！！12
手　続　代　行 6 11 18 12 39 21 11 6 7 1 10 12 154
事　務　連　絡 2 5 4 0 3 5 2 3 1 0 5 0 30
情報提供・情報収集 547 274 337 317 500 360 415 335 247 175 176 4204103
方　針　協　議 7 12 9 14 22 16 18 15 10 7 3 6 139
退院調整（在宅） 131 45 51 30 75 38 116 68 41 47 52 61 755
退院調整（転院） 6 0 2 2 7 2 0 1 2 0 15 7 44
家　族　調　整 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
代　　　　　弁 0 1 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 1
そ　　の　　他 0 3 0 1 1 0 0 0 4 0 1 0 10
合　　　計 920 512 614 525 823 569 832 589 456 372 431 7137356
平成18年度援助内容　　　　　　　退院調整（転院）家族調整　代弁
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5．援助対象
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1！月 12月 1月 2月 3月 合計
本　　　　　人 97 47 52 41 61 58 59 46 93 48 50 57 709
家　　　　　族 114 52 75 57 117 59 129 81 63 79 87 89 1002
医　　　　　師 45 30 20 30 32 33 40 35 15 25 21 89 415
看　　護　　師 128 103 95 60 ！31 87 104 83 55 66 76 1171105
院　　　　　内 46 36 46 30 42 30 46 24 26 41 31 58 456
関　係　機　関 198 146 187 111 169 126 161 146 118 84 97 1331676
そ　　の　　他 18 18 16 12 25 34 5 9 12 2 4 1 156
合　　　計 646 432 491 34！ 577 427 544 424 382 345 366 5445519
平成18年度援助対象
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